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日　程 内　容

※各日午前10時開始予定です。
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の
で
、
議
員
辞
職
に
相
当
す
る
。

議
長
辞
職
許
可

審
査
会
と
し
て
議
長
辞
職
を
求

め
る
意
見
が
４
名
、
厳
重
注
意
と

す
る
意
見
が
２
名
、
議
員
辞
職
を

求
め
る
意
見
が
１
名
と
し
て
の
審

査
結
果
を
副
議
長
に
提
出
し
、
議

会
運
営
委
員
会
で
議
長
辞
職
を
求

め
る
こ
と
が
相
当
と
の
結
論
に
至

り
ま
し
た
。
ま
た
11
月
30
日
の
本

会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
議
長

辞
職
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
審
査
請

求
者
か
ら
審
査
請
求
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
審
査
対
象
者
か

ら
も
事
案
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

市
の
顧
問
弁
護
士
に
確
認
し
た

法
令
及
び
条
例
の
解
釈
、
審
査
会

で
の
政
治
倫
理
上
の
判
断
に
つ
い

て
議
会
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

政
治
倫
理
基
準
違
反
の
存
否
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、
本
件
審
査

の
根
拠
と
な
る
政
治
倫
理
基
準
に

関
す
る
各
号
に
つ
い
て
各
委
員
が

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
政
治
倫
理

条
例
第
３
条
第
１
項
第
１
号
に
対

す
る
意
見
と
し
て
、

 

・
条
例
に
そ
の
地
位
を
利
用
し
て

と
い
う
文
字
が
あ
る
が
、
議
員

と
し
て
の
立
場
で
な
く
て
も
会

社
と
し
て
花
を
贈
っ
て
い
る
の

で
該
当
す
る
。

 

・
い
か
な
る
金
品
も
授
受
し
な
い

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
故
意
で

あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
該
当

す
る
。

政
治
倫
理
条
例
第
３
条
第
１
項
第

９
号
に
対
す
る
意
見
と
し
て
、

 

・
不
正
の
疑
惑
を
も
た
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
行
為
に
該
当
す
る
。

 

・
法
令
違
反
の
疑
い
が
あ
る
の
で

品
位
と
名
誉
を
損
な
う
よ
う
な

行
為
に
該
当
す
る
。

 

・
市
民
の
代
表
と
し
て
、
品
位
を

損
な
う
よ
う
な
行
為
と
ま
で
は

言
い
切
れ
な
い
が
、
不
正
の
疑

惑
を
も
た
れ
る
行
為
で
あ
る
の

で
該
当
す
る
。

措
置
に
対
す
る
意
見
と
し
て
、

 

・
市
民
の
信
用
失
墜
を
招
い
て
い

る
た
め
、
議
長
の
職
を
辞
す
る

べ
き
で
あ
る
。

 

・
議
会
の
代
表
者
た
る
議
長
と
し

て
市
議
会
に
混
乱
を
招
い
て
お

り
、
議
長
職
に
留
ま
る
に
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

 

・
本
人
が
直
接
関
与
し
た
事
案
で

な
い
が
、
花
を
贈
っ
た
こ
と
に

対
し
て
は
、
政
治
倫
理
基
準
を

遵
守
す
る
よ
う
警
告
に
値
す
る
。

 

・
本
件
発
覚
後
の
動
向
を
鑑
み
、

議
員
と
し
て
品
位
に
欠
け
る
も

10
月
19
日
付
け
で
深
見
昌
宏
議

長
に
対
し
、
総
社
市
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
に
違
反
し
て
い
る
疑

い
が
あ
る
と
３
名
の
議
員
（
萱
野

議
員
・
小
西
議
員
・
仁
熊
議
員
）

か
ら
審
査
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
７
月
25
日
に
行
わ
れ
た
市

内
法
人
施
設
新
築
の
議
会
見
学
会

に
お
い
て
深
見
昌
宏
の
名
で
贈
与

し
た
疑
い
の
あ
る
花
が
飾
ら
れ
て

い
た
た
め
、
公
職
選
挙
法
に
も
違

反
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

政
治
倫
理
審
査
会
を
開
催

総
社
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
に
基
づ
き
政
治
倫
理
審
査
会
を

設
置
し
、
５
回
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
審
査
対
象
者
が
議

長
で
あ
る
た
め
、
審
査
請
求
書
は

今
回
、副
議
長
に
提
出
さ
れ
、審
査

会
の
委
員
に
議
会
運
営
委
員
会
・

常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
指

名
さ
れ
ま
し
た
。（
審
査
請
求
者

は
、
委
員
に
指
名
さ
れ
ま
せ
ん
）

深
見
昌
宏
議
長
の
議
長
辞
職
を

全
会
一
致
で
許
可

～
お
詫
び
～

　
今
回
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
社

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
議
会
に
関

係
す
る
多
く
の
方
々
に
大
変
な
御
迷
惑

と
御
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ

と
、
総
社
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。総
社

市
議
会
で
は
、
政
治
倫
理
に
関
す
る
規

律
の
基
本
事
項
を
定
め
た
政
治
倫
理
条

例
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
遵
守

徹
底
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
痛
感
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
議
員
全
員
が
襟
を
正
し
て

政
治
倫
理
条
例
を
遵
守
し
、
市
民
の
皆

様
の
信
頼
回
復
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
か
つ
真
摯
に

議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
卒
御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
総
社
市
議
会
議
長　
村
木
理
英

総
社
小
学
校
区
で
は
協
議
会
か

ら
、
防
災
、
町
内
会
、
道
路
、
交

通
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
▽
町
内
会
に
入
り
た
が

ら
な
い
▽
町
内
会
の
区
分
け
が
わ

か
り
づ
ら
い
▽
町
内
会
に
未
加
入

の
方
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
防
災

情
報
を
共
有
で
き
な
い
▽
中
学
校

区
と
小
学
校
区
が
ず
れ
て
い
る
と

い
っ
た
意
見
は
、
住
民
が
流
動
的

で
転
入
出
の
多
い
こ
の
地
区
な
ら

で
は
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
町
内
会
は
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

こ
と
の
基
盤
と
な
る
の
で
、
適
切

な
整
備
に
向
け
て
議
会
も
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

旧３班 (左から荒木、津神、
頓宮、山田、山名、三宅 )

児
童
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と

い
う
北
小
学
校
区
で
は
、
▽
公
園

の
遊
具
や
ト
イ
レ
の
整
備
▽
通
学

路
を
含
め
た
道
路
の
整
備
▽
危
険

な
空
き
家
の
対
策
▽
中
学
生
の
通

学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
な
ど
、

子
ど
も
に
関
す
る
意
見
が
多
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

議
会
も
、
地
域
の
活
性
化
と
子

育
て
環
境
の
整
備
は
密
接
に
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
笑

顔
の
絶
え
な
い
地
域
作
り
が
、
人

口
増
や
活
性
化
に
繋
が
る
と
信
じ
、

今
後
の
市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

新
本
小
学
校
区
で
は
以
下
の
よ
う

な
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
買
い
物
に
行
く
移
動
手
段
が

な
い
方
が
増
え
て
い
る
が
、
雪
舟

く
ん
の
予
約
が
取
り
づ
ら
く
、
そ

れ
以
外
の
仕
組
み
や
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か

▽
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
問
題
▽
イ

ノ
シ
シ
駆
除
の
課
題
▽
新
本
川
の

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

事
業
に
つ
い
て
▽
公
民
館
分

館
の
利
用
課
題
や
備
品
に
つ
い
て

な
ど
、
ま
さ
に
地
域
に
根
付
い
た

話
題
が
多
く
出
ま
し
た
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
は
、市
全
体

的
な
課
題
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多

く
、議
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

山
手
地
域
か
ら
は
▽
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
▽
市

の
財
政
に
つ
い
て
▽
害
獣
被
害
や

草
刈
り
に
つ
い
て
▽
小
学
校
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
▽
吉
備
路
の
観
光

資
源
活
用
に
つ
い
て
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

い
ず
れ
も
将
来
を
見
据
え
た
貴

重
な
意
見
で
し
た
が
、
特
に
財
政

に
つ
い
て
は
議
会
が
最
も
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

課
題
で
す
。
単
年
度
の
予
算
は
、

５
年
後
10
年
後
の
総
社
市
を
決
定

付
け
る
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
引
き
続
き
執
行

部
を
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

中央公民館北分館にて

西公民館新本分館にて

山手公民館にて

令
和
５
年
10
月
に
班
編
成
を
次
の
通
り
変
更
し
ま
し
た
。

な
お
村
木
議
長
、
髙
谷
副
議
長
は
班
に
所
属
せ
ず
、
各
会

に
い
ず
れ
か
が
出
席
し
ま
す
。

１
班
・
山
田（
班
長
）、
山
名（
副
班
長
）、
加
藤
、
山
口
、
萱
野
、
太
田

２
班
・
溝
手（
班
長
）、
小
西（
副
班
長
）、
剣
持
、
頓
宮
、
荒
木
、
三
宅
、
仁
熊

３
班
・
三
上（
班
長
）、
岡
崎（
副
班
長
）、
深
見
、
小
川
、
津
神
、
小
野
、
森
安

特
集
①  

地
域
づ
く
り
協
議
会
と
の

　
　
　
　意
見
交
換
会

総
社
小
学
校
区
・
旧
３
班

令
和
５
年
９
月
15
日
㈮

総
社
北
小
学
校
区
・
２
班

令
和
５
年
11
月
19
日
㈰

新
本
小
学
校
区
・
１
班

令
和
５
年
11
月
25
日
㈯

山
手
・
２
班

令
和
５
年
11
月
29
日
㈬
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令和５年11月定例総社市議会で賛否の分かれた議案等に対する賛否状況

〔凡例〕○：賛成　×：賛成でない　退：退出　欠：欠席
・賛否の確認は、議長及び事務局職員の目視により行っています。　村木理英議員は、議長のため採決には加わりません。

� 議員名

議案等

山
名
正
晃

太
田
善
介

荒
木
将
之
介

小
野
耕
作

森
安
健
一

仁
熊　

進

山
田
雅
徳

溝
手
宣
良

三
上
周
治

萱
野
哲
也

三
宅
啓
介

岡
崎
亨
一

深
見
昌
宏

小
川
進
一

髙
谷
幸
男

小
西
利
一

津
神
謙
太
郎

頓
宮
美
津
子

加
藤
保
博

山
口
久
子

剣
持
堅
吾

議
決
結
果

議案第60号 工事請負契約締結の変更につ
いて × ○ × ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

請願第４号
「最低賃金全国一律制への法改
正を求める意見書」採択を求め
る請願

○ × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × × × × × 不採択

陳情第５号 吉備路アリーナ空調設備設置に
関する陳情書 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

10
月
臨
時
・
11
月
定
例
市
議
会

番　　号 件　　　　　名 結　　果
議案第 54 号 総社市職員給与条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 55 号 令和 5年度総社市一般会計補正予算（第 6号） 原 案 可 決
議案第 56 号 令和 5年度総社市国民健康保険特別会計補正予算（第 1号） 原 案 可 決
議案第 57 号 令和 5年度総社市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 原 案 可 決
議案第 58 号 令和 5年度総社市介護保険特別会計補正予算（第 2号） 原 案 可 決
議案第 59 号 総社市空家等の対策の推進に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 60 号 工事請負契約締結の変更について 原 案 可 決
議案第 61 号 総社市自転車駐車場指定管理者の指定について 原 案 可 決

議案第 62 号 井原鉄道株式会社が所有し、又は使用する固定資産に対する課税免除に関する条例の一部改正につ
いて 原 案 可 決

議案第 63 号 総社市火災予防条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 64 号 総社市国民健康保険税条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 65 号 総社市交通遺児援助横田基金条例等の一部改正について 原 案 可 決
議案第 66 号 総社市国民宿舎条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 67 号 総社市砂川公園条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 68 号 令和 5年度総社市一般会計補正予算（第 7号） 原 案 可 決
議案第 69 号 令和 5年度総社市国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 原 案 可 決
議案第 70 号 令和 5年度総社市国民宿舎事業費特別会計補正予算（第 2号） 原 案 可 決
議案第 71 号 令和 5年度総社市水道事業会計補正予算（第 1号） 原 案 可 決
議案第 72 号 令和 5年度総社市下水道事業会計補正予算（第 1号） 原 案 可 決
議案第 73 号 市道の路線認定について 原 案 可 決
議案第 74 号 市道の路線廃止について 原 案 可 決
請 願 第 ４ 号 「最低賃金全国一律制への法改正を求める意見書」採択を求める請願 不 採 択

陳 情 第 4 号

市当局と市議会の馴合い（庁舎建設小委員会、総務生活委員会等で見られた数々の事実）の常態化
や特定病院との癒着や不適切な財政支出のあり方は謙虚に改めることを大前提にして、「総社市庁舎
実施設計」ができるまでに近隣住民の存在や生活者の声は一切合切無視した状況の中で現在着工を
進めている新庁舎屋上展望台の計画は、この外にも多くの問題（以下に詳述）を抱えており、展望
台については見直しを図り、中止することを求めます。

不 採 択

陳 情 第 5 号 吉備路アリーナ空調設備設置に関する陳情書 採 択
議案第 75 号 総社市手数料条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 76 号 総社市放課後児童クラブ施設条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 77 号 令和５年度総社市一般会計補正予算（第８号） 原 案 可 決

番　　号 件　　　　　名 結　　果
議案第 53 号 令和 5年度総社市一般会計補正予算（第 5号） 原 案 可 決

令和５年11月定例総社市議会��付議事件採決一覧表

令和５年10月臨時総社市議会��付議事件採決一覧表 10
月
臨
時
市
議
会

　
10
月
臨
時
市
議
会
が
10
月
10
日

に
行
わ
れ
、
正
副
議
長
選
挙
、
議

会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
出
、
各

常
任
委
員
の
選
出
を
行
い
、
報
告

1
件
・
議
案
1
件
・
同
意
1
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
53
号 

令
和
5
年
度
総
社

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

□
中
学
3
年
生
に
対
し
、
受
験
生

応
援
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
費
用
一
部
助
成

に
１
２
０
万
円
。

□
米
価
の
低
迷
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
か
ら
米
農
家
の
生
活
と
農
地

を
守
っ
て
い
く
た
め
の
補
助
金
と

し
て
７
７
９
０
万
円
。

□
義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
合
わ

せ
昭
和
中
学
校
の
校
舎
の
改
修
を

行
う
た
め
に
5
千
万
円
。

11
月
定
例
市
議
会

　
11
月
定
例
市
議
会
を
11
月
30
日

に
開
会
し
、
議
長
辞
職
、
議
長
選

挙
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
議

案
24
件
・
請
願
１
件
・
陳
情
２
件

の
審
査
を
し
、
12
月
21
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

議
案
第
55
号 

令
和
5
年
度
総
社

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
6
号
）

□
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支
給
事
業

と
し
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
１
世
帯
当
た
り
7
万
円
を
支

給
す
る
事
業
に
４
億
９
千
万
円
。

議
案
第
68
号 

令
和
5
年
度
総
社

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）

□
コ
ピ
ー
用
紙
の
単
価
高
騰
、
デ

ジ
タ
ル
複
合
機
使
用
に
お
け
る
カ

ラ
ー
印
刷
の
枚
数
増
加
及
び
消
耗

品
の
単
価
高
騰
に
対
し
３
百
万
円
。

□
小
児
医
療
費
給
付
増
加
に
対
し

６
８
４
３
万
２
千
円
。

□
畜
産
農
家
に
対
す
る
飼
料
価
格

高
騰
緊
急
対
策
事
業
に
５
５
９
万

円
。

□
総
社
東
中
学
校
の
生
徒
数
増
に

伴
う
教
室
不
足
へ
の
対
応
、
総
社

西
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

よ
る
段
差
改
修
に
４
８
２
０
万
円
。

□
学
校
給
食
の
食
材
価
格
高
騰
に

伴
い
賄
材
料
費
の
不
足
が
見
込
ま

れ
る
た
め
３
５
４
２
万
８
千
円
。

議
案
第
77
号
　
令
和
5
年
度
総
社

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
8
号
）

□
池
田
小
学
校
区
に
令
和
6
年
4

月
よ
り
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新

た
に
設
置
す
る
た
め
の
準
備
費
用

に
92
万
4
千
円
。

    請
願
に
つ
い
て

□「
最
低
賃
金
全
国
一
律
制
へ
の

法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」採
択

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て

□
提
出
さ
れ
た
陳
情
２
件
の
う
ち

「
吉
備
路
ア
リ
ー
ナ
空
調
設
備
設

置
に
関
す
る
陳
情
書
」を
採
択
し
、

も
う
１
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

10
月
臨
時
・
11
月
定
例
市
議
会

議長交際費執行状況 「総社市議会議長交際費の支出基準及び公表に関する要綱」に基づき、議長の
交際費の執行状況を公表します。

［令和5年9月～令和5年11月分］� （単位：円）
支出区分 支出年月日 支出金額 支出先等

土産等 11/17 9,064 在京総社の会
議長賞 11/24 32,000 総社市長杯卓球大会

4月からの累計 56,064
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そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月 そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月

問 問

答 答

　　神在幼稚園の再
開に向けての進捗状
況はどうか

　　作山古墳の発掘
調査に対する市長の
明確なコンセプトは
何か

　　来年度からの再
開を目指して市内全
域から就園できるよ
う園区を見直した

　　歴史的な検証を
明確にし全国に公表
することを目標とす
る三 上 周 治 森 安 健 一

問

答

　　総社市における
救急搬送体制につい
て市長の考えはどう
か

　　軽症や軽微な中
等症を合わせた約７
割を市内で。重症等約
３割を市外が理想だ 溝 手 宣 良

西部地域の振興策について
問新総社大橋の開通や地食べ学校給食セ
ンターえがおの建設により西部地域はどの
ように活性化されたのか。
市長 新大橋の開通により交通ラッシュが
緩和された。また、給食センターの建設に
より新たな雇用、食育推進のイベント、幼
稚園の親子給食会等親子で食育を学べた。
問地域の更なる活性化のため、若い世代
や子育て世代のための公共施設が必要と考
えるがどうか。
教育長 親子が集える環境のため既存の施
設を整えることが大事である。
市長 川西に親子つどいの広場が無いこと
が問題である。今後新たに作る方向を視野
に検討して参りたい。
市長の政治姿勢について
問５期目の抱負と政策の特徴はどうか。
市長 新しい気持ちで新しい総社市を作り
変えていきたい。そのためには、４期で
作ったものもスクラップ＆ビルドする勇気
が大事だと思う。
問「日本一やさしい市役所」の実現に向
けての思いはどうか。
市長 内容を充実させ１ランクアップした
総社市にしたい。また急速に一人暮らしが
増加したため孤独と向き合い、明るさと元
気を支える総社市をつくる。

問発掘後の作山古墳をどのように活用し
ていくのか。
市長 発掘後の保存活用計画を策定し、作
山古墳をアピールしながら歴史ファンを呼
び込む。
美術博物館について
問総社美術博物館に対する市長の明確な
コンセプトは何か。
市長 新市庁舎が完成した後実行し、総社
市が生んだアーティストの作品を展示、古
代吉備文化に対する考古資料、埋蔵文化財
の魅力を伝えていく。
問建設後、吉備路文化館、埋蔵文化財学
習の館はどうしていくのか。
市長 スクラップ＆ビルドの枠に入ってく
る。残す残さないは早めに決める。
市内公園施設について
問公園施設を管理している団体（市・町
内会等）数はどのくらいあるのか。
市長 都市公園73の内、市が34、町内組
織が28である。
問公園に設置しているトイレはどのくら
いあるのか。
市長 都市公園73の内45である。
問公園に設置しているトイレを水洗に変
えて行けないか。
市長 財政状況を見ながら水洗化を前向き
に進めて行く。

令和5年11月定例市議会では、12月6日から
12月8日の3日間にわたり、市政に対する
一般質問が行われ、1１人の議員が諸問題に
ついて質問しました。発言順に掲載します。

1 番 溝手　宣良　議員 6 ページ
2 番 森安　健一　議員 7 ページ
3 番 三上　周治　議員 7 ページ
4 番 荒木将之介　議員 8 ページ
5 番 仁熊　　進　議員 8 ページ
6 番 山田　雅徳　議員 9 ページ
7 番 小野　耕作　議員 9 ページ
8 番 太田　善介　議員 10ページ
9 番 山名　正晃　議員 10ページ
10番 岡崎　亨一　議員 11ページ
11番 萱野　哲也　議員 11ページ

地域課題について
問土手の草刈りや道路管理など限界を迎
えつつある地域についての考えはどうか。
市長 地元で管理して頂くのが基本姿勢だ
が限界を迎えている所もある。どういう状
況になれば市が管理していくかという決ま
りが必要。慎重に検討しながら形作ってい
く。
救急搬送体制について
問市内への救急搬送率が向上しているが
何が主たる要因と分析しているか。
消防長 過去数十年に渡り森下病院が年間
400人前後を受け入れ、現在も継続してい
る。薬師寺慈恵病院が令和2年から急激に
救急受け入れを本格的に開始した。そして
長野病院の開院。特に薬師寺慈恵病院の件
数が突出しているのが事実である。
問市外搬送の今後の見込みはどうか。
消防長 搬送率は下がるが件数全体は増え
ると予想されるので数は増えるだろう。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

一 般 質 問
11人の議員が登壇

日�中 夜�間
森下病院 117 22
薬師寺慈恵病院 174 133
長野病院 72 19
倉敷中央病院 154 59
川崎医大付属病院 70 38
倉敷平成病院 20 11
令和5年8月～11月迄4ヶ月間の主な搬送件数
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そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月 そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月

問 問

答 答

　　令和 5 年 2 月の
質問以降、軽部川に
対する市・県・国の
取組状況はどうか

　　地域の中で経済
が回る取組を進め、
実質賃金が上昇に転
じる道筋を示すべき

　　県による一部区
間の浚

しゅん

渫
せ つ

工事のほか、
新たに国の補正予算
を確保できた

　　自立する経済圏
をつくり市民全体の
給与所得が上がる社
会の実現を目指す小 野 耕 作 山 田 雅 徳

問 問

答 答

　　選挙公約にある
中学生の給食費無償
化はいつから始める
予定でいるのか

　　「乗れない」人
を減らすため雪舟く
んの抜本的改革を行
う思いはあるか

　　来年度当初予算
に盛り込んで来年４
月１日から実施して
いきたい

　　提案も参考にし
ながら市民の利便性
とタクシー業者を守
るべくやっていく仁 熊 　 進 荒 木 将 之 介

軽部川の現状について
問令和４年度に行った一期目の軽部川浚
渫工事の概要とその成果はどうか。
市長 120ｍの区間の浚渫工事を行い、
河川状況は回復した。今年度も引き続き浚
渫工事を実施する。
問令和５年６月30日に県が行ったコンサ
ルタントの結果説明会の概要をどう思うか。
市長 総工費150億円という提案は現実
的ではない。国・県に要望を続けていく。
福山登山道について
問遊歩道周辺の山林の所有者はどうなっ
ているか。
産業部長 ほとんどが民地であり、75名
の地権者が所有している。
問遊歩道の維持管理・整備はどうしてい
るか。
市長 草刈り、枝打ち、トイレの清掃を
行っている。1234段の階段補修のための
丸太と鉄杭、遊歩道補強のためのウッド
チップの資材提供を行っている。補修はボ
ランティアの協力で行っている。
問老朽化した仮設トイレや案内看板を更
新してはどうか。
市長 改修・更新を進めていきたい。
問多くの登山者で賑わう中、利活用につ
いて考えてはどうか。
市長 色々な工夫をして取り組みたい。

問昨年度実施した「プレミアム付き商品
券事業」について、市内の経済効果はどうか。
市長 コロナ禍の中で、市内の消費を促す
起爆剤になったと言える。
問商品券事業後の経済状況をどう分析す
るか。この事業が後押しになったと思うか。
市長 昨年度の決算を見ると税収は上がっ
ているので伸びしろがあったと理解してい
る。また、今年に入って飲食店など20店
舗以上が進出していることから、この事業
が地域の経済を勇気付けたと認識している。
問低所得者向けの給付金事業について、こ
れらの給付金は地域で消費されているのか。
また、支給対象外の市民への支援策はどうか。
市長 約６千世帯に支給しているが、どこで
消費されているのかはわからない。しかし、
市内の税収が底上げされている傾向を考慮
すると、給付金事業は功を奏したと考える。
給食費の無償化や農家に対する助成を行っ
ているが、さらに踏み込んで物価高騰に対す
る支援策などに投資したいとも考えている。
問農産物の地産地消を促す取組として、
「総社のお米」「総社の○○」など統一した
総社ブランドを確立し、流通を促進すべき。
市長 ふるさと納税だけでなく、一般市場
においても「総社」という名称が出てくる
よう、いかにして発信し、広がって行けるか
という仕組みづくりを研究してまいりたい。

市長の選挙公約について
問高校生までの医療費の無償化はいつか
ら始める予定でいるのか。
市長 来年度の予算が30億円程度財政調
整基金を取り崩さないといけない程膨らみ
すぎる懸念があるので、もう少し様子を見
させてほしい。
問幼稚園・小学校で今実施されている給
食費の無償化が、来年度からなくなること
を知らない保護者がたくさんいるようなの
で、分かりやすく説明してほしい。
市長 中学生の給食費無償化は実施するが
幼稚園・小学校は来年度から従来どおり有
償となる。しかし物価高騰で食材が値上が
りしている部分について値上げはしない方
向で考えている。
問米農家への所得助成は、１反で米１俵
あたり４千円の補助を２俵まででは、まっ
たく足らないがどう考えるか。
市長 米価は上向いてきているが物価の高
騰などがありこれで足りているとは考えて
いない。
問人口減少地域への予算増額を掲げてい
るが草刈り作業などお金だけではどうしよ
うもない現実がある。システムの変更が必
要ではないか。
市長 お金を増やしても使い道なしとなる
ので各地域と相談して作り上げていく。

雪舟くんの現状について
問利用数の推移や年代別構成はどうか。
市長 予約が取れないという苦情を聞く。
60代以上の利用が73%だ。
問利用したくてもできない人が多いよう
に思うが、どの程度断っているか。
市長 1日あたり６〜７人である。
問２年前に「雪舟くんを変えていく」と
答弁されたが、何か変わったか。
市長 基本的には変わっていない。
雪舟くんをリニューアルする考えはないか
問乗りたい方が乗れるよう、高齢者が運
転免許証を自主返納する後押しにもなるよ
うに、地域から目的地までを運ぶ従来の方
法に変えて、地域内を小型の車で運び、地
域内の拠点から市街地までを大型の車で運
ぶような抜本的な改革を行う思いはあるか。
市長 提案も参考にしながら、市民の利便
性を守り、またタクシー業者も守りながら、
方策の設定を行なっていく。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
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そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月 そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月

問 問

答 答

　　イノシシの被害
状況と捕獲・駆除の
実績はどうか

　　終活支援への認
識はどうか

　　水稲果樹の被害
額は約300万円
狩猟期で500頭、
通常期で281頭
合計781頭の駆除だ

　　終活支援が市役
所の仕事として大切
であり手厚くしてい
く萱 野 哲 也 岡 崎 亨 一

問 問

答 答

　　18 歳までの子
どもの遊び、学び、居
場所でもある「児童
館」の考えはないか

　　民間の認定こど
も園設立に支援して
いく方針はないか

　　新築・既存施設
の利用向上・リノベー
ションの中から前向き
に検討していきたい

　　民間が公立の幼
稚園を買収してくれ
ればあり得る話であ
る山 名 正 晃 太 田 善 介

問対策はどうか。
市長 さまざまな防護柵で被害を食い止め
ている。まちなかは警察に通報している。
問防護柵を設置した場所での被害は食い
止められるが、根本的な解決にはならない。
捕獲・駆除が一番有効な対策ではないか。
近隣市町村に比べて総社市の対策はどうか。
市長 猟期においても一頭当たり４千円の
報奨金を出しているのは、備中圏域におい
て総社市だけだ。
問狩猟者のなり手不足への対策が必要で
はないか。
市長 強化していく。狩猟の報奨金を魅力
あるものに変えていきたい。
問 例えば報奨金を千円上げれば800頭
で80万円となる。農作物被害が300～
346万円の１/４約80万円を充当すれば、
被害額が抑えられるのではないか。
報奨金と被害額の兼ね合いを考えてはどう
か。
市長 農産物の被害が下がるのであれば妙
手である。考えてみる。

問孤独死の現状はどうか。
市長 今年度は救急搬送で3件である。
問市としての終活支援の状況はどうか。
市長 ACPを推進していく。（ACPとは、
アドバンスケアプランニングといい、自ら
が希望する医療やケアを受けるために大切
にしている事や望んでいること、どこでど
のような医療やケアを望むかを自分自身で
前もって考え、周囲の信頼する人たちと繰
り返し話し合い、共有することである。）
不登校支援について
問不登校の人数はどうか。
教育長 小学校で32名、中学校で51名で
ある。（延べ欠席日数が30日以上）
問学校を休ませるべきかどうかの判断と
してLINEによる「学校休んだほうがいい
よチェックリスト」の推奨はどうか。
教育長 文科省のものと合わせて考える。
幼稚園・小中学校のトイレについて
問洋式化と床の乾式化の状況はどうか。
教育長 令和５年４月現在は58%。平成
31年は41%。予算も考えて進めていく。
市長 予算があればやりたい。
問スリッパの使用はどうか。
教育長 スリッパ使用は８小学校、１中学
校。３小学校は床を乾式化している。
市長 床の乾式化も洋式化と合わせて随時
やっていきたい。

問保育士確保のため、返済免除となる修
学資金貸付制度を創設してはどうか。
市長 良い考えだと思うので、今後の財政
状況もみながら研究させてほしい。
教育長 より一層保育士が必要になること
も考えられるので、効果的な提案だと思う。
若者施策について
問中高生向け次世代リーダー育成塾や市
民提案型事業に専門部門を設けてはどうか。
市長 新しい未来を担う人材を育成するこ
とは大事だと思うので、是非やっていきたい。
教育長 選出をどうするか、探究学習、授業
とも絡め学校とも協議をしやっていきたい。
学校園について
問医療的ケアが必要な児童生徒を受け入
れる体制、環境は整っているのか。
市長 現在も関係各所と協議しているが、イ
ンフラは遅れていると思っている。手を上げ
てもらえるのであれば迎え入れていきたい。
教育長 看護師の配置をすることも当然考
えていかなければならないと考えている。
市庁舎について
問障がいのある18歳未満の子ども達への
窓口一本化や相談体制を見直してはどうか。
市長 今のままではいけないのでDX化、
AI活用も考えながら一本化をしていきたい。
問庁舎窓口に仕切板を設置してはどうか。
市長 適宜、仕切板を設置していきたい。

認定こども園について
問幼稚園と保育園の棲み分けについてど
う考えているか。
教育長 総社市は幼稚園を保育園に近づけ
ているが、土日はしていない。
また３歳から5歳の幼児が対象である。
問認定こども園を増やすことはできない
か。
市長 幼保一体化するとお金がかかる。財
政を見ながら絵を描いていく。
ＤＸ化について
問市民サービスのＤＸ化はどうか。
市長 スマホ市役所を始めており現在は7
つの申請、さらに34項目を増やしていく。
問庁舎内のＤＸ化はどうか。
市長 まだまだできていないが、AIで議
事録の文字おこしなどは始めている。購入
したシステムを庁舎内でカスタマイズして
いく予定である。
問ＤＸ化の担当部署であるデジタル化推
進室の組織体制を拡充してはどうか。
市長 人は増やしていく。
空き家対策について
問解体費用を捻出できるように、空き家
の転売時に解体前提の物件についても空き
家バンクで広報できないか。
市長 必要なことだと思うので、民間の力
と合わせながら仕組みづくりしていきたい。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
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そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月 そうじゃ  議会だより  2024年（令和６年）２月
一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

産
業
建
設
委
員
会

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

11
月
定
例
会
で
は
議
案
８
件
で
あ

り
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。（
請
願
１
件
は
不
採
択
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
11
月
定
例
会
》

●
総
社
市
国
民
宿
舎
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
議
案
第
66
号
）

問
研
修
室
使
用
料
に
つ
い
て
、

各
時
間
帯
で
金
額
を
設
定
し
て
い

る
が
、
時
間
単
価
に
改
め
る
理
由

は
何
か
。

答
例
え
ば
研
修
室
Ａ
は
、
９
時

か
ら
13
時
ま
で
の
時
間
帯
に
１
時

間
使
用
す
る
場
合
で
も
６
千
６
百

円
必
要
と
な
る
た
め
、
利
用
者
か

ら
改
善
要
望
が
あ
っ
た
。
今
回
宿

泊
料
の
引
き
上
げ
に
あ
わ
せ
て
、

各
時
間
帯
の
料
金
設
定
か
ら
１
時

間
単
位
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
よ

り
利
用
し
や
す
く
す
る
も
の
。

●
総
社
市
砂
川
公
園
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
議
案
第
67
号
）

問
砂
川
公
園
の
利
用
料
金
に
つ

い
て
、
改
正
後
の
宿
泊
利
用
２
千

円
、
日
帰
り
千
円
は
現
在
の
２
倍

の
金
額
と
な
る
。
ど
う
い
っ
た
理

由
で
こ
の
基
準
額
と
す
る
の
か
。

答
平
成
７
年
の
開
園
以
来
、
キ

ャ
ン
プ
場
の
利
用
料
金
を
改
定
せ

ず
に
据
え
置
い
て
い
た
が
、
そ
の

間
に
物
価
上
昇
等
も
あ
り
、
県
内

の
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
料
金
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
利
用
料
金

を
２
倍
に
し
て
も
、
宿
泊
利
用
、

日
帰
り
い
ず
れ
も
県
内
の
公
営
キ

ャ
ン
プ
場
の
平
均
利
用
料
金
よ
り

も
安
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
定

的
か
つ
持
続
的
な
運
営
の
た
め
、

基
準
額
を
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）（
議
案
第

68
号
）（
所
管
部
分
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

　
飼
料
価
格
の
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
畜
産
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
の
補
助
金
が
主
な
も
の

問
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
市
の
補
助

額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答
県
の
補
助
金
額
に
対
し
て
、

市
は
10
分
の
１
の
割
合
で
補
助
す

る
も
の
で
あ
る
。

●「
最
低
賃
金
全
国
一
律
制
へ
の

法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」採

択
を
求
め
る
請
願（
請
願
第
４

号
）

　

委
員
か
ら「
労
働
者
側
だ
け
の

内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
物
価
高

騰
の
問
題
は
、
仕
入
れ
価
格
が

高
騰
す
る
な
ど
企
業
経
営
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
廃
業
す
る

企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
と
い

う
の
は
、
各
地
域
で
実
情
が
異
な

る
こ
と
か
ら
現
実
的
で
は
な
い
た

め
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。」

や「
労
働
者
の
賃
金
を
物
価
高
騰

に
合
わ
せ
て
引
き
上
げ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
国
へ
意
見
書

を
提
出
し
、
検
討
し
て
も
ら
う
こ

と
が
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
制
へ

の
第
一
歩
と
な
る
た
め
、
採
択
す

べ
き
で
あ
る
。」な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
が
、

討
論
は
な
く
、「
採
択
」す
る
こ

と
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異

議
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
起
立
に

よ
り
採
決
を
行
い
、
起
立
少
数
で

「
不
採
択
」と
す
べ
き
で
あ
る
と

決
定
し
ま
し
た
。

総
務
生
活
委
員
会

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

11
月
定
例
会
で
は
議
案
７
件
で
あ

り
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。（
陳
情
１
件
は
不
採
択
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
11
月
定
例
会
》

●
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更
に

つ
い
て（
議
案
第
60
号
）

問
今
回
の
変
更
に
よ
っ
て
、
騒

音
は
ど
れ
く
ら
い
軽
減
さ
れ
る
見

込
み
か
。

答
現
在
行
っ
て
い
る
工
事
で
の

実
測
値
や
他
の
現
場
で
の
デ
ー
タ

等
か
ら
、
今
後
想
定
さ
れ
る
騒
音

の
最
高
値
は
92
デ
シ
ベ
ル
程
度
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ハ
ー
フ
Ｐ
Ｃ
化

す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
概
ね
20

デ
シ
ベ
ル
程
度
は
軽
減
で
き
る
と

考
え
る
。
ま
た
ハ
ー
フ
Ｐ
Ｃ
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場
で
の
作

業
量
を
70
％
か
ら
80
％
減
ら
す
こ

ら
２
回
目
の
請
求
を
出
す
こ
と
は

制
度
上
可
能
で
あ
る
。

文
教
福
祉
委
員
会

《
11
月
定
例
会
》

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

11
月
定
例
会
で
は
議
案
６
件
で
あ

り
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。（
陳
情
１
件
は
採
択
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
社
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正（
議
案
第
64
号
）

問
届
出
が
な
い
場
合
に
つ
い
て

も
出
産
事
実
が
確
認
で
き
れ
ば
職

権
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
軽

減
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
総
社

市
で
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
出
産
後
で
あ
れ
ば
、
出
産
の

事
実
が
市
で
確
認
可
能
と
思
わ
れ

る
た
め
、
届
出
に
よ
ら
な
い
場
合

の
こ
と
も
十
分
考
え
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

●
令
和
５
年
度�

総
社
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）（
議
案

第
68
号
）（
所
管
部
分
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

ら
に
な
る
見
込
み
か
。

答
４
千
百
万
円
程
度
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

●
総
社
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
議
案
第
63
号
）

問
対
象
と
な
る
事
業
者
等
を
ど

の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。

答
事
業
所
等
が
新
設
す
る
際
に
、

事
業
者
等
か
ら
相
談
を
受
け
た
場

合
に
は
、
そ
の
際
に
把
握
し
、
ま

た
立
入
検
査
等
で
発
見
し
た
場
合

に
は
、
届
出
の
指
導
を
し
て
い
る
。

●
令
和
５
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）（
議
案
第

68
号
）（
所
管
部
分
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

　
新
庁
舎
建
設
工
事
に
係
る
令
和

５
年
度
追
加
分
の
債
務
負
担
行
為

が
主
な
も
の

問
債
務
負
担
行
為
の
件
で
、
イ

ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
状
況
次
第
で
追
加
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
か
。

答
残
工
事
の
工
期
が
２
箇
月
以

上
残
っ
て
い
て
、
公
表
さ
れ
て
い

る
単
価
が
大
き
く
変
わ
っ
た
な
ど

の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
事
業
者
か

答
現
場
打
ち
と
比
べ
、
工
場
で

品
質
管
理
を
し
な
が
ら
製
造
す
る

た
め
割
高
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ

は
一
般
的
な
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品

に
い
え
る
こ
と
で
、
本
件
も
そ
の

例
に
漏
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

●
総
社
市
自
転
車
駐
車
場
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
議
案

第
61
号
）

問
自
転
車
の
盗
難
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
指
定
管
理
者
の
方
か

ら
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
ほ
し

い
等
、
市
に
対
し
て
要
望
等
は
出

て
い
な
い
の
か
。

答
清
音
駅
自
転
車
駐
車
場
に
は

令
和
３
年
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
お
り
、
今
回
の
自
転
車
の
盗

難
に
つ
い
て
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

確
認
し
、
警
察
の
方
で
対
処
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
他
要
望
等

は
あ
が
っ
て
い
な
い
。

●
井
原
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有
し
、

又
は
使
用
す
る
固
定
資
産
に
対

す
る
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
議
案

第
62
号
）

問
10
年
で
課
税
免
除
額
は
い
く

と
が
で
き
る
た
め
、
庇
の
部
分
に

係
る
騒
音
が
出
る
期
間
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。

問
ハ
ー
フ
Ｐ
Ｃ
化
以
外
の
他
の

方
法
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
騒
音
対
策
と
し
て
は
、
一
般

的
に
は
防
音
壁
や
防
音
シ
ー
ト
に

よ
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
敷

地
が
非
常
に
狭
い
た
め
、
そ
れ
ら

の
設
置
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

業
者
と
協
議
し
た
結
果
、
今
回
の

ハ
ー
フ
Ｐ
Ｃ
化
と
い
う
提
案
が
あ

っ
た
。

問
今
回
の
工
事
内
容
の
変
更
に

よ
っ
て
、
工
期
は
ど
れ
く
ら
い
短

縮
で
き
る
の
か
。

答
庇
の
部
分
に
係
る
工
事
の
手

法
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
場
で
の
作
業
量
は
少
な
く
な
る

が
、
庁
舎
建
設
に
係
る
工
期
に
変

更
は
な
い
。

問
現
場
で
作
業
す
る
よ
り
も
、

工
場
で
生
産
し
た
も
の
を
取
り
付

け
る
と
い
う
今
回
の
工
法
の
方
が
、

経
費
が
か
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
た
が
、
な
ぜ
こ
れ

だ
け
増
額
に
な
る
の
か
。
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一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

副
議
長
ご
挨
拶

　
こ
の
度
、
総
社
市
議
会
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
与
え
ら
れ
ま
し
た
使
命
と
と
も
に
そ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
の
役
割
を
十
分

認
識
し
、
ま
た
、
議
会
運
営
が
議
員
共
通
認
識
の
下

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
全
力
で
職
務
に
精
励

す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
基
本
条
例
の
検
討
は
勿
論
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
と
の
意
見
交
換
会
も
開
催
し
、
更
な
る
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
種
々
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
議
員
が
一
致
団
結
し
、
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
ご
挨
拶

　
こ
の
度
総
社
市
議
会
第
12
代
目
の
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
議

長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
長
就
任
の
上
で
は
、
法
令
遵
守
を
徹
底
し
、
市

民
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
た
め
の
広
聴

活
動
と
、
議
会
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

議
員
間
の
議
論
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
議
会
改
革

も
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

今
後
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

様
々
な
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
で
き
る
よ
う

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
総
社
市
議
会
で
は
昨
年
10
月
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
全
議
員
に
配

付
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
図
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
推
進
す
る
こ
と
で
紙
代
・
印

刷
代
な
ど
コ
ス
ト
の
削
減
と
市
職

員
の
労
力
の
削
減
に
も
繋
が
り
ま

す
。
そ
し
て
本
年
1
月
か
ら
本
格

的
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
す
で
に
議
会
中
継
や
議
会
録
画

を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
市
民
の
方
は

机
上
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
驚
か

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
コ
ス
ト
削

減
に
向
け
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
（
仁
熊　
進
）ペーパーレス会議システム

新
た
な
正
副
議
長
決
定
※
10
月
10
日
に
就
任
し
た
深
見
昌
宏
議
長
は

　
11
月
30
日
に
議
長
を
辞
職
し
ま
し
た
。

新
議
長
　
村
木 

理
英 

議
員

新
副
議
長
　
髙
谷 

幸
男 

議
員

さ
れ
る
。
保
育
ス
キ
ル
の
向
上
の

た
め
の
研
修
な
ど
も
検
討
し
、
保

育
士
が
働
き
た
い
と
思
え
る
魅
力

的
な
総
社
市
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
維
新
幼
稚
園
、
維
新
小
学
校

の
備
品
類
の
配
送
及
び
不
要
備
品

の
処
分
費
に
つ
い
て
、
内
訳
は
ど

う
か
。
ま
た
、
各
学
校
園
の
歴
史

的
価
値
が
あ
る
も
の
の
保
管
や
処

分
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答
基
本
的
に
は
金
庫
や
ピ
ア
ノ
、

耐
火
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
重
量
物
を

運
搬
、
処
分
す
る
た
め
の
費
用
で

あ
り
、
処
分
費
用
は
少
な
い
割
合

で
あ
る
。
歴
史
的
価
値
が
あ
る
も

の
の
保
管
は
学
校
園
の
方
で
さ
び

分
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
地

元
の
方
か
ら
の
御
意
見
も
い
た
だ

い
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

記
録
に
残
す
べ
き
も
の
、
処
分
し

て
し
ま
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
学
校
園
で
検
討
し
て
い
る
。

問
幼
稚
園
費
の
扶
助
費
が
４
百

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
外
の
幼
稚
園
等
に
通
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。
魅
力
あ
る
幼
稚
園
づ
く
り
を

し
て
、
市
内
の
園
に
通
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
環
境
整
備
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
給
食
や
預
か
り

保
育
の
拡
充
等
の
施
策
を
行
っ
て

き
た
が
、
今
後
は
教
育
の
中
身
で

勝
負
だ
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
の

子
は
地
域
で
育
て
る
と
い
う
の
が

総
社
市
の
幼
稚
園
で
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
も
っ
と
強
力
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

問
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
材
料

費
高
騰
に
よ
り
12
月
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
給
食
の
量
を
減
ら
す
措
置

は
、
補
正
後
は
元
に
戻
す
の
か
。

答
こ
の
補
正
額
を
算
出
し
た
の

は
９
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
も

物
価
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
補
正

後
も
不
足
が
生
じ
る
こ
と
も
見
込

ま
れ
る
。
主
食
は
あ
ま
り
減
っ
て

い
な
い
が
、
主
た
る
お
か
ず
の
量

を
減
ら
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

先
が
読
め
な
い
部
分
も
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
子
ど
も
の
健
康
を
重

視
し
、
状
況
を
見
な
が
ら
改
善
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
総
社
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
議
案
第
76
号
）

問
な
ぜ
池
田
小
学
校
区
に
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
現
在
は
放
課
後
子
ど
も
教
室

と
し
て
、
長
期
休
暇
中
を
除
く
月

曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
平
日
、
下
校

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
活
動
し
て

い
る
。
９
月
に
保
護
者
が
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
長
期
休
暇
中
等

に
も
利
用
で
き
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
要
望
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
保
護
者
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
、
地
元
等
と
協
議
し
11
月
下

旬
に
設
置
方
針
が
決
定
し
た
。

問
定
員
30
人
の
設
定
理
由
は
ど

う
か
。

答
現
在
の
児
童
数
が
28
人
で
あ

り
、
ほ
ぼ
全
員
が
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
利
用
し
て
い
る
。
来
年
度

が
29
人
の
予
定
で
あ
り
、
今
後
の

推
移
も
20
人
か
ら
30
人
ま
で
の
間

と
考
え
ら
れ
る
。

　
当
初
の
見
込
み
よ
り
件
数
や
物

価
高
騰
等
に
よ
る
不
足
分
の
増
額

及
び
新
年
度
に
向
け
学
校
等
の
整

備
に
要
す
る
経
費
が
主
な
も
の

問
障
害
福
祉
費
の
日
常
生
活
用

具
給
付
費
、
補
装
具
給
付
費
、
難

聴
児
補
聴
器
購
入
助
成
費
の
増
加

理
由
は
何
か
。

答
日
常
生
活
用
具
に
つ
い
て
は
、

申
請
件
数
の
増
加
が
主
な
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。
補
装
具
、
補
聴
器

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
特
に
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
等
に
よ
り
公
費
負

担
が
高
い
も
の
の
申
請
件
数
が
多

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問
保
育
士
確
保
の
た
め
の
支
援

金
に
つ
い
て
は
非
常
に
重
要
で
、

こ
の
制
度
は
今
後
も
存
続
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
支
給
額
を
多
少
で

も
増
額
す
れ
ば
保
育
士
人
数
の
確

保
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

答
増
額
す
れ
ば
総
社
市
で
働
い

て
く
れ
る
人
が
増
え
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
総
社
市
が
上
げ
る
と
近

隣
も
上
げ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

今
後
、
一
層
自
治
体
間
の
獲
得
合

戦
が
激
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

特
集
②  

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

　
　
　 

運
用
開
始
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
総

社
市
役
所
新
庁
舎
の
建
築
工
事
も

日
々
順
調
に
そ
の
雄
姿
を
表
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
立
場
に
立
っ
た

使
い
易
い
新
庁
舎
が
完
成
す
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
、十
分
に
期
待

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
号
か
ら
広
聴
広
報
委

員
会
も
次
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
市
議
会
を
よ
り
一
層
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
解
り
や
す
く
、

ま
た
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
図
面
な

ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
な
が

ら
編
集
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多

く
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  （
髙
谷
幸
男
）

編

集

後

記広聴広報委員会
後列左から▶�森安　太田　山名
前列左から▶�岡崎　荒木（副）　
　　　　　　�髙谷（正）　仁熊

後列左から▶�津神　髙谷　森安　三宅　　
前列左から▶�剣持　岡崎　山田　山口　

後列左から▶�小野　仁熊　萱野　　
前列左から▶�村木　山名　溝手　頓宮

後列左から▶�太田　深見　荒木　　　
前列左から▶�小川　小西　三上　加藤

議会運営委員会・常任委員会　委員決定
　10月10日に開催した10月臨時市議会において、監査委員の選出、各常任委員会の所属
議員が決定しました。また、議会運営委員会の構成も決定しました。（11月30日の深見昌
宏議長辞職に伴い、議会運営委員会の構成は以下のとおり変更となっています。）
　監査委員、常任委員会、議会運営委員会の構成は次のとおりです。（以下敬称略）

三宅啓介
【委員長】 頓宮美津子　【副委員長】 加藤保博
山名正晃　　山田雅徳　　溝手宣良　　三上周治
岡崎亨一　　小西利一　　山口久子

【委員長】 山田雅徳 　【副委員長】 岡崎亨一
森安健一　　　三宅啓介　　髙谷幸男　　
津神謙太郎　　山口久子　　剣持堅吾

【委員長】 溝手宣良 　【副委員長】 山名正晃
小野耕作　　仁熊進　　　萱野哲也　　
村木理英　　頓宮美津子

【委員長】 三上周治 　【副委員長】 小西利一
太田善介　　荒木将之介　　深見昌宏　　
小川進一　　加藤保博

▶ 委員長挨拶 ◀
　重要案件の公正な審議や委員会の円滑な運営を心が
け、室内の議論だけでなく実際に現場を見て考え議論
する「現場主義」を重視する委員会を目指します。

▶ 委員長挨拶 ◀
　文化スポーツ部、保健福祉部、教育委員会の事務を
所管します。文化芸術やスポーツ振興、福祉施策の充実、
教育諸課題の解決に向け議論を深めていきます。

▶ 委員長挨拶 ◀
　産業部・建設部・環境水道部を所管し、市民生活の
中でも身近なインフラ整備や農業振興など、皆様の声
を聞くことを第一に取り組んでまいります。

議会選出
監査委員

議会運営
委 員 会

総務生活
委 員 会
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産業建設
委 員 会
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